
■講演 （３０分×2講演（質疑応答含む））

■パネルディスカッション （５５分）
テーマ 『QoW標準化活動』

モデレータ： QoW WGリーダー 産総研 一刈 良介

パネリスト： 講演者各位、理事 南 悦郎、運営委員長 谷川 民生

会員代表 村田製作所 西木 亮、旭化成 和田 隆、三菱電機 大塚 喜慶

HCMIコンソーシアム2026年

開催
日時

2026.1.20(火) 13:00-17:20
（現地参加受付開始 12:30 オンライン受付開始 12:45）

開催
場所 東京 産総研臨海副都心センター 別館１１階 東京都江東区青海2-3-26

現地参加・オンライン参加併用型

主催 HCMIコンソーシアム

対象者 どなたでもご参加いただけます

参加費 無料

事前参加登録は
以下フォームもしくは二次元バーコードより
お申し込みください。

講演
１

第１部

講演者：
持丸 正明 様
（産総研 フェロー）

QoWに資する人間拡張

講演
２

講演者：
佐藤 洋 様
（産総研 情報・人間工学領域 副領域長）

第２部 15:30-17:00
意見交換会及びデモ展示、産総研臨海成果展示併設
（産総研 臨海副都心センター現地参加者のみ）

『ＱｏＷ標準化活動と人間拡張』 

https://forms.office.com/r/bsJLCj5GK7

QoWに関する標準化動向：
ウェルビーイングと環境

13:00-15:30

https://forms.office.com/r/bfpRBXR0uh
https://forms.office.com/r/bsJLCj5GK7


講演者紹介

QoWに関する標準化動向：ウェルビーイングと環境

本講演では、QoW（Quality of Work）に関する国際標準化の最新動向を紹介する。
ISO 25554を中心に、ISO 25550（高齢労働力）、ISO/TC 159で開発中のABW
（Activity-Based Working）、ISO/TC 159/SC 5/WG 4による複合環境に関する規準、
さらにISO/TC163&TC205/JWG4が進める室内環境品質（IEQ）関連規格を概観する。こ
れらを踏まえ、QoWのデファクトスタンダード構築とISO 25554のPDCAサイクルの組
込み、将来的な社会的標準化体系の展望を考える契機とする。

＜講演者略歴＞
専門は人間工学、建築環境工学、福祉工学。
東北大学で博士（工学）を取得後、東北大学工学研究科講師、カナダ国立研究機構客員研究員を
経て、2004年より産総研に在籍。
ISO国際標準化ではISO/TC 314（高齢社会）/WG4コンビーナとしてISO 25554:2024の策定を主導
し、ISO/TC159およびISO/TC43/SC2の国内審議委員長も務める。

佐藤 洋 （さとう ひろし）
国立研究開発法人産業技術総合研究所情報・人間工学領域副領域長
研究戦略本部企画部次長

QoWに資する人間拡張

人と知能機械が協調することで人の能力を向上させる「人間拡張」の研究フレーム
ワークと、それを労働支援に適用した事例を紹介する。ここでは、人間拡張によっ
て働く人のスキルやエンゲージメントを向上させる技術と、これを事業者が導入し
て自社従業員に適用するB2B2Eサービスデザインの研究を進めている。また、人間拡
張は高齢者・障がい者の能力を補綴することにも役立てられており、それが生活機
能の向上に資するものと考えている。生活機能（ICF）の研究事例を紹介しながら、
政府・自治体の補助によって人間拡張TECHが個人で導入され、働く機会の拡張に繋
がる可能性と、それを支えるB2G2Cサービスについての考えを述べる。

＜講演者略歴＞
1993年、慶應義塾大学大学院博士課程生体医工学専攻修了。博士（工学）。同年、工業技術院
生命工学工業技術研究所。2001年、改組により、産業技術総合研究所デジタルヒューマン研究
ラボ。デジタルヒューマン工学研究センター長、サービス工学研究センター長、人間情報研究
部門長を経て、2018-2024年、人間拡張研究センター長。2023年よりフェロー。専門は人間工
学、バイオメカニクス、サービス工学。2008-2016年、ISO TC159/SC3国際議長。2020-2024
年、ISO PC329国際議長。2019年よりISO TC 324国際議長。2023年より内閣府SIPプログラム
ディレクター。

持丸 正明 （もちまる まさあき）
国立研究開発法人産業技術総合研究所フェロー
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